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箴言における釈義上の問題

勝 村 弘 也

1.は じ め に

近年、欧米の旧約学界においては、知恵に関する議論が非常にさかんにな

っているが、そのひとつの中心が箴言の解釈にあることは確実である。特に、

箴言1～9章 において対照的に描 き出されている2種 類の女性のイメージ

が、いわゆるフェ ミニス ト神学の台頭 とも関連 して脚光を浴びていること、

さらに古代 イスラエルの知恵の伝統の底流 となっている創造神への信仰が人

類による自然破壊の現実 との関連で再評価されるようになったことなどが注
くの

目される。またこのことと関連 して、従来の文学史的研究、宗教史的研究に
く　 ラ

加えて、社会史的な観点からのテクス トへの接近の試みも現れている。箴言

は 「富と貧困」「労働」「隣人 との交際」「政治」「性」など、いわゆる く世俗

的〉な事柄 を多 く扱っているわけであるから、これは当然であろう。ただし、

〈世俗的〉という価値判断は、 箴言が祭儀 に関心 を示さないのは事実で

あるが 現代人の側か ら勝手に持ち込 まれたものにす ぎないが。

まさに百花績乱の様相 を呈 している欧米の知恵文学研究に比較すると、わ

が国の学界の現状はまことにさび しい限 りである。かつて月本昭男は 『キ リ

ス ト新聞』において、「西欧 とは別の 『知恵』の伝統に立つ東アジアのわれわ

れは、西欧の研究に学びつつ も、今後は専門研究者、聖書の愛読者いずれを

問わず、われわれ 自身の信仰 と知をもって、旧約聖書の 『知恵』 と直接取 り
しヨラ

組みたいものである」 と述べ たが、名言である。た しかに欧米の研究者に追

随することだけが、 まった く別の知の伝統のなかに生 きているわれわれの能

ではない。 しか し現実には、この領域の専門研究者が著 しく少ないために彼
くの

方の研究の紹介す ら十分になされていない。旧約の知恵に関する研究がわが
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国において不振である原因を筆者な りに考 えてみると 旧約研究者がそ

もそも少数であるという一般的な事情は別にして 、その一因がわが国の

神学教育のあり方にも存在するように思われてならない。筆者は、わが国の

神学教育の実状について云々で きる立場にはないが、 もしも教育の重点が狭

義の く神学的な〉概念の習得 といった所に置かれているとすれば、祭儀用語

がほ とんど出て来ないような 〈世俗的な〉テクス トが軽視 されるのは当然の

な りゆきである。このことは聖書の研究者あるいは将来の研究者のヘブライ

語習得の過程 とも微妙に関係 して くる。語彙の獲得が最大の課題であると思

われるヘブライ語のような言語を習得するにあたっては、教材の選び方はき
くらラ

わめて重大な意味をもつ。ヘブライ語に関 して、わが国には もともと欧米の

ような長期にわたる語義研究や文法研究の積み重ねがない。それでも或る範

囲の旧約テクス トに出て来る語彙や く神学的〉に重要 と思われてきた語彙に

関しては、かな り研究されてきた。 しか し、従来きわめて 〈世俗的〉 と判断

されて きた箴言のようなテクス トを構成する語彙に関 しては、ほとんどまっ

た くと言ってよいほど研究の蓄積がない。 したがってこの種のテクス トは、

いつまで も原典に近付 くのに困難な慣れないテクス トに留 まるのである。

いわゆる 「聖書の愛読者」が感 じると思われる困難 も結局は同じ所 に根が

ある。た とえば基本的な知恵的語彙に関 して、訳語が定まっていないのであ

る。問題を箴言に限って言うと、新共同訳の箴言は、 しば しば見当はず

れの訳語を新 しく導入 したため に この点に関 して混乱 を著 しく増幅さ

せただけの結果になっている。 とりあえず 日本聖書協会発行の口語訳(以 下、

協会訳)、新共同訳、日本聖書刊行会発行の新改訳、フランシスコ会聖書研究

所訳 「格言の書」(中 央出版社刊)を 読み較べて見られるとよい。 どの訳文が

比較的優れているかという評価は ともか く、だれでもその訳文の著 しい相違

に驚 くであろう。注意深い読者でな くてもこのような相違はいたる所 に見出

せ るし、しば しばその程度がはなはだしいことに気付 くはずである。 これは

旧約の他の文書 とは比較にならない程である。 これでは非専門家の愛読者諸

氏は、内容のある議論 を始めた くても始め られない。
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基本的語彙に関してす ら訳語が定着 していない と、今述べ たが、現実は何

が知 恵文学の基本的語彙であるのかす らが認識されていないように思われ

る。特にマイナス評価が与えられているような概念、語句、表現に関しては、

欧米においても十分 な研究がなされていないが、わが国においてはまった く

と言ってよいほど議論されていない。このような語句や表現に関 しては、最

近の出版物からの過剰 としか思えない 〈差別語〉追放の運動が事態 をいっそ

う悪 くしている。筆者は、いわゆる く不快語〉や 〈差別語〉に対 して、著作

家や出版業界が一定の認識を持つことは当然であると考えている。 しか しな

が ら、わた くし自身の実 に不快な経験か ら言 うのであるが、厳密さを要求す

る古典の釈義や語義研究にまで圧力がかかるようなわが国の 特にキ リ

ス ト教関係出版界の 現状は、異様 としか言いようがない。このような状

況においては、現代人から見れば実際に く差別的な〉表現 と判断されるよう

な聖書の語句を逐語的に訳 した り、それに厳密な語義解釈をした りす ること

はまった く不可能になってしまう。(このような意味では、わが国で出版 され

た聖書はすべて何 らかの意味で く検閲済み〉である。)本論考においてあえて

「愚か者」を取 り上げたのは、この ような事態に対する問題提起の意味 もあ

る。

手元の 『旧約聖書神学事典』(教 文館、1983年)に は、「知者 ・知恵」の項

目はあるが 「愚者」はない(内 容的にも記述がない〉。『旧約新約 聖書大事

典』(教文館、1989年)で は、「知恵」「賢い」が十分に論 じられているのに対

して 「愚か者」は、特に旧約の部分がひどく短い。ついでにこの日本語版聖

書大事典の元になったBHHの 「Tor,Narr」 の項 目を見ると、何 と〈精神病〉
く　ラ

のことが書いてある!こ のような記述の問題1生に気付 いて内容 を変更した

日本語版編集者をこそ評価すべ きなのだろうか。『新聖書辞典』(い のちのこ

とば社、1985年)の 場合には、「愚か者」 も 「愚者」の項 目もない。「知恵」

「知識」「知者」等の項 目がかな り長いだけに奇妙である。『カラー版 聖書

大事典』(新 教出版社、1991年)は 英語版か らの翻訳であるが、興味深いこと

に・巻末の索引で見るとこの書物には、foo1もfollyも ないことがわかる。逆に
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本文の 「愚か者」の項 目を引 くとRacaと あ り、説明はたったの2行 である。

「イエスはこの言葉 を口にす ることをbめ た」 とある。おそらくこれが彼方

の 〈差別語〉追放運動の著 しい成果 なのであろ う。これほ どバカバカ しい話

はない。ついでに言 うと、racaは 『研究社新英和大辞典』にも 『小学館 ラン

ダムハウス英和大辞典』に も見出すことが出来ない程の稀語である(ア ラム

語起源の語:KJVの マタイ福音書5・22参 照)。 辞典類で例外的に 「愚か」の

項 目が長いのが、1971年 に出版 された つまり〈ことば狩 り〉以前の

『新聖書大辞典』(キ リス ト新聞社)で ある。

時間の許す読者は、聖書事典に 「勤勉」「怠慢」に関連す る項 目があるかど
く　ラ

うかを調べ られるとよい。 『旧約新約 聖書大事典』に 「仕事」、『新聖書大

辞典』に 「労苦」の項 目が見出せ る程度にすぎない。まるで 〈労働者〉がこ

の ような事典を引 くことがないかの ような処置である。

知恵的な語彙に関する基礎的な研究が欠けていることの他 に、特に箴言の

場合、本文批評のレヴェルでの学者の意見の相違が非常に大 きいことも、翻

訳に頼 る以外 に方法のない一般読者の理解 を困難なものにしている。箴言の

マソラ本文 には、独特の知恵的な用語や表現、稀語、文法的 に問題のある箇

所などがつ ぎつぎに出て来る。格言文学の場合 に、このような難題 を抱えな

がら正 しい読みを確定することは非常に難 しい。6ヤ8語 でひ とつの作品な

のであるか ら文脈か ら判断 しようとして も手掛 りがない。単語ひ とつの意味

の違いで、格言全体 の意味が大 きく変わって しまう可能性が高い。解釈の手

掛 りに七十人訳 を参照すると事態がさらに混乱することになりかねない。箴

言の七十人訳には敷桁拡大が多 く、マ ソラと共通の伝承に基づ く く原本〉か

らの逐語訳であるという保証はどこに もない。ともか く本論考では本文批評

についても相当の紙面をさくことにする。複数の翻訳の解釈の相違が、本文

批評の結果によるものであるのか、語義解釈の違いによるものであるのかを

明らかにするのが、ひとつの狙いになっている。以上に述べ たように、本論

考においては、将来の箴言研究の基礎になるような諸問題が扱われる。実際

に箴言のテクス トに取 り組んでいる、あるいは取 り組 もうとしている後学の
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しお ラ

ために役立つことを願 うものである。

2.知 恵文学の基本的語彙 とその用法

ここでは、箴言に現れる知恵文学に特徴的な語の中か ら、若干の語を選ん

で説明する。3.以 下の論述 との関係で重要な語を中心 とした。

2.1,ム ー サール(mOsa1)

こ の 語 は、動詞jsrか ら派生 した名詞 であ る。動 詞 では、カル形 、ニ フ ァル

形等 で も用 い られ るが、 ピエル形 として使用 され るこ とが圧倒 的 に多 い。 そ

の意味 は 「しつ け る」「懲 らしめ る」であ る。名詞 ムーサー ルの用例 は、 旧約

全体 で50回 あるが、 その うちの30回 が箴言で 用い られて い る。1～9章 に13

くリラ

回出現することも注目される。

古代 イスラエルにおいてもこどもをしつける役 目が、 まず両親にあったこ

とは言うまでもないが、学校教育においては教師である賢者が時には 「鞭」

をもってその任にあたった(箴 言13・24、22・15、23・13参 照)。 洋の東西 を

問わず、古代においては硬教育の理念が優勢であった。柱廊 に囲 まれたフォ

ルムで開かれて いた学校で鞭打たれている生徒の姿が、ポンペイから発掘 さ
ほ の

れた壁画に描かれている。 旧約には 「学校」 とい う語は出て来ないが、グレ

コ ・ローマン世界において周知 のこのような形式の学校が、王国時代のエル
　ユけ

サルムにも存在 した と推定 されている。1章20節 以下の「広場」「町の門の入

口」で呼ばわる知恵の姿には、このような事情が反映 しているもの と考 えら

れる(8・2以 下 をも参照)。

箴言中のムーサールの訳語を調べてみると 「教訓」「教」(協 会訳)「 訓戒」

「懲 らしめ」(新 改訳〉「諭 し」(新 共同訳)「教育」(フ ランシスコ会訳)等 と

なっている。ムーサールはまず、体罰を含むような教育活動 をさすか ら 「懲

らしめ」「訓練」「指導」 と訳すことが出来 る。この ようなムーサールを比喩

的に、神 によるイスラエルの民の訓練の意味で使った例 もある(申 命記8・

5、 エ レミヤ書2・30、5・3等 。箴言3・11を も参照)。 ムーサール と結合
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して用 い られ る動 詞 を調べ てみ る と、 「聞 く」(箴 言1・8、4・1等)、 「得

ロ 　ラ

る」「受け入れる」(箴 言8・10、 エレミヤ書7・28等)が 目立つ。ムーサー

ル を 「受 け入れる」の場合には、教師の与える教育活動全般 を受け入れ るの

意味 もあろうが、「聞 く」の場合には、ムーサールは明 らかに教 えのことば、

つまり 「訓戒」「諭 し」 をさしている。英語のinstructionに は、教育活動だ

けではな く教えのことばや内容の意味が含 まれるので都合がよい。

ムーサールには、英語のdisciplineの ように教育の成果 としての 「規律」や

「規律正 しい生活」の意味 も含 まれる。生徒の受けた訓練の経験は内在化さ

れて、持続性をもつひ とつの生活態度にまで高め られなければならないので

ある。フォン ・ラー トが指摘 しているように 「この場合には、ギ リシャ語の
くユの

パ イデ イア(π α`δε毎)の 意味 に近づ く」。4章13節 の 「ムー サー ル を捕 えて

離す な、彼女 を守れ、彼女 はお まえの命 なのだ か ら」(こ こでは ムー サールが

女性 として人格 化 されて い る!)や 「ムーサール を捨て る」(13・18、15・32)

「ム ーサー ル を愛 す る」(12・1)の 場 合 には、 た しかに この よ うな意味が含

まれて い るように思 われ る。

2.2.動 詞jkh

G・Liedkeは 、 この動詞の基本 的 な意味 を 「何 が正 しいこ とであるか を確

くユの

定す る」と してい る。 たいて いは ヒフ ィル形 で 「戒 め る」 「訓戒 す る」の意味

で用 い られ る(箴 言 で の用例 は、10回)。 これか ら派生 した名 詞 トー カハ ト

(t6kahat)「 訓 戒 」は、 旧約全体 で24回 出現 す るが、その うち16回 が箴 言で

用い られて い る。 ムー サール と並行 してい る用例 が多いが(5・12、10・17

等)、 も との動 詞の意味 か ら考 えて、こ とば に よる教 育 の意味合 いが強 い。協

会 訳は、動詞 を 「責め る」「戒め る」、名詞 トー カハ トを 「戒 め」 「懲 らしめ」

と訳す。新共 同訳 は、 動詞 をほ とん ど 「懲 らしめ る」、 トー カハ トを 「懲 ら し

め」 と訳 した。新 共 同訳がムー サール を 「諭 し」 と訳 して い るこ とは ともか

くとして(こ れ を機械 的にや ってい るこ とは問題だが)、 トー カハ ト=「 懲 ら

しめ」は まった くいただ けない。 新改訳 が動詞 を 「しか る」 「責 め る」、名詞

を 「叱責 」 として いるのは適切 で ある。
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2.3,タ ハ ブ ロー ト(tahbulot)

旧約 で6回 しか用例が ないが、 その うちの5回 が箴 言 にあ る(1・5、11・

14、12・5、20・18、24・6)。 語 源 は確 かで はないが、七十 人訳 の キュベ ル

ネー シス(凋 βερ吻σ`9)が 示 して いる よっに、元来 、船舶 の舵取 りの技術 を

ロ 　ラ

意味する語であった と思われる。旧約の言う知恵とは、ひとがこの世界で賢
く　　ラ

く生 きて い くために必要 な舵 取 りに他 な らない。 箴言で は タハ プ ロー トは、

政 治的 ・軍事 的領 域 にお け る 「指揮」 の意味 で も用い られ る(11・14、20・

18)。 な おギ リシャ語 のキュベ ル ネー シス は、新約 の コ リン ト人へ の第一 の手

紙12章28節 で も用い られ てい る(「 管理者」 と訳 されて いる語)。

2.4.ト ゥーシーヤー(t箇ja)

旧約 に12回 出現するが、ヨブ記(6回)と 箴言(4回)に 用例は集中して

いる。この名詞の語源が明らかではないために、翻訳者泣かせの難解な語 に

なっている。新共同訳は2章7節 のこの語 を 「力」 と訳す。たしかに語根

jsh「在 る」 を想定 して、これか ら 「能力」を意味す る とす る解釈 もある

(McKane等)。 しかしながら、七十人訳はソーテー リア 「救い」、ヴルガタ

訳はsalus「 健康」「安寧」 となっている。18章1節 の七十人訳 を見るとカイ

ロスになってお り、Plogerは これにしたがって 「機会」の意味に解釈 してい

る。ウガ リット語tsytか らは「勝利」「成果」が推定 される。KBL第3版 は、

Gemserの 「企てに成功をもたらす もの」とい う解釈や、Pedersenの 「ベ ラ

ー カー(祝 福)の ように行為のもつ生産的な力、 また同時にそのような行為

自身をさす」 と言 う説明を採用 している。現代語にはうまく対応す るものの

ないダイナ ミックな概念がこの語には含 まれている。「よい結果 を促す ような

(知恵の)働 き」をさすのであるか ら 「成功」「有能さ」 とか 「確かな知恵」

(協会訳)と 訳 して よい。

2.5.ペ テ ィ(pati)、 動 詞pth

名 詞 ペ テ ィは 「若 くて経験 の浅 い者」 「未 熟な者」をさす。動詞 のpth(旧
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約 での用例28回)、 「未熟 さ」 を意味 す る名詞ペ ティ(箴 言1・22)、 「軽薄 」

ペ タイユー ト(petajjQt)(9・13)と 関連 す る。 同一の語根 をもつ これ らの語

の用例 の合 計 は48回 で あるが 、 その うち21回(う ち動詞5回)が 箴 言 に集 中

してい る。動詞 としては ピエ ル形で の用 法が 目立 ってお り、 そ の意味 は 「ロ

ロ アラ

説 く」である。出エジプ ト記22章15節 には 「処女を誘惑 して、彼女 と寝 る」

という用法がある。このように異性をことば巧みに口説 くような場合 にも用

いられ るが(士 師記16・5参 照)、 一般に隣人に対 して詐欺を働 くことを意味

する(箴 言16・29、24・28>。 ホセア書2章16節(協 会訳14節)で は、比喩的

な意味で神がイスラエルを口説 くの意味で用い られている(エ レミヤ書20・

7を も参照)。このような動詞の意味は、十分な教育 を受 けていない未熟な若

者が、誘惑に弱いという事実 と関係 している。単純で未経験な若者を、簡単

に誘惑や詐欺 に引っ掛からないように訓練す ることが知恵の教師たちの役割

なのであった(箴 言1・20以 下の勧告 を参照)。 箴言でのペティの最初 の用例

は1章4節 にある。これを協会訳は 「思慮のない者」、新改訳は 「わきまえの

ない者」 と訳 していたが、新共同訳は 「未熟な者」 とした。適切な訳語であ

る。 しか し新共同訳は他の箇所では 「浅はかな者」(9・4、16、21・11、14・

18、19・25等)と 訳 している。

現代人は 「若 さ」 を単純にマイナス価値であるとは考えない。むしろ 「若

さ」はどちらか とい うと積極的価値なのであって、青年を未完成ではあって

も将来性に富む力の溢れる存在 として把握する傾向がある。(多少、皮 肉な見

方をすれば、現代資本主義には誘惑に弱い若者 を 同時に浮ついた「熟年」

をも 消費へ と駆 り立てるために 「若さ」をことさら高 く価値付ける必然

性があるのだ とも言 えそうである。)しかしなが ら旧約は、啓蒙思想 とフラン

ス革命以後のその ような人間観 を知 らない。古代イスラエル社会の伝統的な

価値観か らす ると、「若い」=「未熟」ニ「無学」=「誘惑に弱い」=「単純軽薄」=

「愚か」 となるのである。だれでも知恵の教育をまだ受けていない者は、無

知であり愚かなのである。なお9章13節 に登場 して若者を誘惑する女 を特徴

づけるペタイユー トには、巧みに口説 く女であると同時に軽薄な女の意味が

含 まれる。
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2.6.愚 か さを表 す語

2.6,1.T.Donaldは 、箴 言、ヨブ記 、詩篇、 コーヘ レ トの各書 にお いて

使 用 されて いる 「愚 かさ」「愚行 」「愚者 」を表現 す る用語 に関 して、その く意

　ユの

味 領域〉(semanticfield)を 調 査 した。Donaldが 列 挙 してい るこれ らの21種

類 の語の上記4文 書 におけ る分 布 を見 ると、箴言 にはエ ヴィール('aw↑1)、 イ

ッヴ ェレ ト('iwwalat)、 ケ シィール(keSll)な ど11種 類 の語 が使用 されて い

る(こ れ には当然ペ ティ とペ タイユー トも含 まれて いるが、すで に2.5 .で

説 明 した)。 ヨブ記 には愚か さに関連 す る語 の用例が非 常 に少 ない こ と(4種

類、6回 のみ)、 コーヘ レ トには箴言で頻繁 に使 用 されて い るエ ヴィー ル とイ

ッヴェ レ トの用例 が まった くな く、逆 に箴 言 には用例の ないskl系 統 の 語が

合計13回 も用 い られて いるこ と等が、注 目され る。

2.6。2.ケ シ ィール

箴言 には、愚か さ を表 現す る語 の種類が 多 く変化 に富 んで い る。 まず 旧約

の知恵文学 に特有の語 として ケシィール 「愚か な」 があ る。 この語 は、詩 篇

で3回 用 い られて い る以外 には、箴 言(49回)と コー ヘ レ ト(18回)に 用例

が集中 してい る。箴言 での用例の うち13回 まで もが、 反対 語 「賢 い」 ハ ーカ

ー ム(hakam)と 対 照 的 に用 い られて い るこ とか ら もわ か るように(コ ーヘ

レ トにお いて も同様 の傾 向が認め られ る)、知 恵の あ る者、賢者 とは正 反対 の

型 の人物 を描写 す るため に用 いられる。 この こ と と関連 して、典型的 な愚者

の特徴 を列挙す る26章1～12節 の く愚か者 シ り一 ズ〉 においてケ シィールが

連 続 して11回 も使用 され てい るこ とが注 目され る。ケ シィールの語根 にはks

1が 想 定 され るが、 その元 の意味は 「太 って いる」「肥 えてい る」で あろ う。

名 詞 ケセルが人体 の太 った部位 で ある 「腰」 を表 す こ ともこ こか ら説 明 され

る。お そ ら く肥満で あ るこ との否定 的な側 面か ら、 「ぐず」「のろ ま」 の よ う

な意味が 派生 し、 「賢 い」とは逆 に実生活 にお ける能 力の欠如 を表す「愚か な」

く　　ラ

の意味 に転 じたもの と思われる。

旧約の知恵が、元来、実生活の中で起 こるさまざまな問題 を巧みに処理 し、

適切に行動す る能力を意味 したことに照応して、「愚かな」ケシィールはその

ような能力に欠けること、人生航路の舵取 りを誤 ることを意味 した。この語

21



が、伝統的な意味での知恵的用語であることは、箴言10章 以下の 〈ソロモン

の第一詞集〉 と25章以下の 〈ソロモンの第二詞集〉に用例が集中し、後代の

神学的著作である箴言の第一部 には4回 しか用例がないことによって も示さ
くあ ラ

れる。なお、 さらに後代の著作コーヘ レ トにおける用法を見ると、定冠詞が

付いて名詞化 された場合が多くなっている。 これは日本語の 「ばか」が 「ば

かな人」の意味に転 じたことと類似 している。

2.6.3.エ ヴィール とイッヴェレ ト

どちらの語も同一の語根'wlか ら派生 したと思われるが、旧約にはそのよ

うな動詞はない(ア ラビア語 「凝固する」「太 る」と関連す るのだろうか)。

語源は確かではないが、その意味するところは明瞭である。エヴィールが「愚

か者」ない し形容詞の 「愚かな」であるのに対 して、イッヴェレ トは 「愚か
く　の

なこ と」「愚か さ」を意味す る。新共 同訳 は、 ほ とん どの箇所 でエ ヴ ィー ル を

「無知 な」、 イッヴェ レ トを 「無知 」 と訳 して いるが、適 切 な訳 語 では ない。

エヴ ィー ルの旧約 で の用 例26回 の うち19回 が箴言 にある。しか も、〈ソロモ

ンの第一詞集〉 で13回 も用い られ てお り、特 に10章 の キー ワー ドの ひ とつ に

なって いるこ とが注 目され る(用 例4回)。 イ ッヴェレ トの用例 は さ らに極端

に箴言 に集 中 して いる(23回)。 他 には詩 篇で2回 用い られ てい るだけで あ る。

や は り 〈ソロモンの第一詞集 〉での用例 が 多 く(16回)、 特 に14章 に は7回 も

出現す る(こ の章 にはエ ヴィー ル も2回 出現)。 〈ソロモ ンの第二詞集 〉で は

4回 使用 されて いる。 この よ うにエ ヴ ィール とイ ッヴ ェレ トは、 ともに箴 言

の比較 的古 い伝 承層 に見 出され る。

2,6.4.ナ ー バー ル とハサ ル ・レー ブ

ナーバ ール(nabal)は 、 箴言 で3回 用い られてい る(旧 約全体 での 用例 は、

人名以外 で は18回)。 この語の意味 に関 しては、ふつ う、知 恵文学 にお いては
し　　ラ

「定められた秩序に反抗する者」 をさす と説明されている。 しかしながら、

この語の基本的な意味については、いろいろと議論されている。筆者はナー

バールが 「けち」「吝薔」の意味 を含むことを先に論 じたことがある。 これ以
く　の

上 の説明 は省 略す る。

ハ サル ・レー ブ(hasar-leb)は 、箴 言 に特徴 的 な表現 であ って、 「思 慮の 足
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りないこと」を意味する。「欠けている」「少ない」「減少する」を意味す る動

詞のhaserの 用例は、箴言に2回(旧 約全体で25回)し かないが、形容詞のハ

ーセール垣s6rの 用例 は12回 と非常に多い(旧 約全体で14回)
。この語は 「何

かが欠けている人」あるいは 「欠けていること」を表現するが、大部分がハ

サル ・レーブ として熟語的に用いられている(箴 言で10回)。 レープ 「心臓」

は、1日約 ではしば しば知的な活動の座 と考 えられていた。したがってハサル・

レーブ 「心が欠けている」は、情緒的な意味で 「冷淡である」ことをさすの
く　の

では な く、「思慮 が足 りない こと」を意味す る。 しか しこれ を狭義 の知力 の不

足 と考 えては な らない。軽率で慎重 さを欠 く行 動 に対 して用 い られて い るか

らで ある(箴 言6・32、17・18)。 怠 慢 と関係 して いる場合 もある(24・30)。

またハサ ル ・レー プは、未熟で誘惑 に弱 い若者 の特徴 であ る(6・32、7・

7。9・4、16を も参照)。

なお、箴 言28章16節 に はハサル ・テブー ノー ト 「英知 に欠 ける」 とい う表

現 が ある。

2,6,5.箴 言 の描 き出す 愚者の姿 は、現代 人が考 える知 力の劣 る人の イ メ

ー ジ とは一致 しない
。 愚者は寡 黙な人では な く、む しろ多弁 で あ る。 しか し

その語 る事柄 は愚劣で あ り、破滅 を引 き起 こす 。愚者 は 自分 の愚 か さを反省

せ ず、愚か さを繰 り返 すのみで ある。

賢者は、知 識 を蓄 える。

だが愚者 の 口は、 間近 にせ まる滅 び(10・14)。

賢 者の舌 は、知 識 をよ く使 う。

だが愚者の 口は、愚 か さを湧 き出す(15・2。15・14、12・23、13・16、

29・11を も参 照)。

賢者 の冠 は、その富。

く　の
だが愚者の 愚か さは、(た だの)愚 か さ(14・24)。

犬 が 自分の吐 い た ものに戻 るよ うに、

愚者 はその 愚か さを繰 り返す(26・11)。
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愚者を救いようがないと言う場合 には、彼 らに知力が足 りないか らではな

くて、むしろ彼 らが教師の戒め、忠告 をどうしても聞 き入れないからであ り、

そのことによって行動の改善の見込みがないと判断されているか らである。

っ まり知恵的な教育が極めて困難な者、ないし教育不可能な者が、愚か者 と

呼ばれているのである(14・24、17・10、23・9)。 つ ぎの詞は、辛辣である。

愚か者 を臼の中で、麦穀(?)と い っ し ょに杵 で突 いた として も、

その愚か さは、彼 か ら離 れない(27・22)。

馬 にむ ち、 ろば に くつ わ、

愚か者の背 には杖(26・3。10・13を も参 照)。

家畜のように外か らの強制的な訓練や制御が愚者には必要 である(詩 篇

32・9を も参照)。 なぜなら、愚者は自己欺隔の中で生 きているので(14・8
くコの

参照)、内面に秩序がないのである。詩篇の中の次のことばは、このことを神

学的に表現 したものである。

愚か者(ナ ーバ ール)は 、 その心 の中で言 う、

「神 は いない」 と(詩 篇14・1)。

2.6.6.レ ー ツ(les)

レー ツは、特 に知 恵 的な語で あ る。箴言 で14回 使用 されて い る以外 には、

詩篇1篇1節 とイザヤ書29章20節 に しか用例 がな い。協会訳 と新 改訳 では 「あ

ざけ る者」、新 共 同訳 で は「不 遜 な者 」と訳 されて いる。語根JSの 基本的 な意

味 は 「お しゃべ りをす る」 で あろ う。動詞 としての用例 は、 旧約全体 で7回

あ るが、 その うち4回 が箴 言 にあ る(3・34、9・12、14・9、19・28)。 レ

ー ツは箴言20章1節 で は
、酒 を飲 んだ時 の大 言壮語 と関連 して用 いられてお

り、 この よ うなお ご り高ぶ った大 言壮語 は、精 神的未 熟 さ と対 応 してい ると

考 え られ た。1章22節 で は、 レー ツ ィー ム(複 数)が ペ ター イム 「未熟 な者」

(ペ テ ィの複数)お よび ケ シィー リーム 「愚か者」(複 数)と 並行 して用 い ら
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れて いる。 また、 しば しば 「賢者」 と対照 的 に用 い られ る(9・8、13・1

15・2)。 レー ツが知恵 を求 めて も得 られ ないのは(14・6)、 お しゃべ り1;

か りして教 師の言 うこ とを聞か ないか らで あろ う。 この ような レー ツを 「,o

ら吹 き」 と訳 して もよい。 レー ツの思 い上 が った振 る舞 い につ いて は、21葦

24節 が 語 ってい る。

高ぶ り、横柄 な者、 その名はほ ら吹 き(レ ー ツ〉。

非常 に思 い上が って行動 す る。

同 じ語根 か ら派生 した語 に ラー ツ ォー ン(lason)が あ る。 「大 言壮 語」 「ほ

ら」 の意味 で、 旧約 において3回 用 い られて い る(箴 言1・22、29・8、 イ

ザヤ書28・14)。

2.7.破 滅 を 表 す 語

2.7.1.R.N.Whybrayは 、 〈ソ ロ モ ン の 第 一 詞 集 〉 と 〈ソ ロ モ ン の 第 二

し　の

詞集〉で用 い られて いる 「破 滅」を表す語 彙 として47種 類 を数 え上げて い る。

その 中で比較 的用例の 多い もの を挙 げ ると、 以下の通 りで ある。 まず動詞 と

してアーバ ド('abad)「 没 落す る」 「滅 び る」、 ナーパル(napal)「 倒 れ る」

「落 ち る」、slpの ピエ ル形 「ひっ くり返す」 「曲げ る」が あ る。 名詞で は、 メ

ヒ ッター(me草itta)「 恐 怖」 「破 滅 」、マ ー ウェ ト(mawat)「 死 」、 ツ ァー ラ

ー(sara)「 災 難」 「銀難 」
、 ラー アー(ra`a)「 災 い」「不 幸」が比較的 よ く

用 い られて いる。 これ らの語彙の 中でアーバ ド、ナーパ ル、マ ー ウェ ト、ツ

ァー ラー、ラー アーは、 もともと旧約 での用例 が非常 に多い語 であ るが、slp

の ピエ ル形sillepと メ ヒッター は、箴言 に特徴 的 な語 で ある。

2.7.2.語 根slpの 基 本的 な意味 は、 「ひ っ くり返 す」で あろ う(ア ラ ビア

語のsalafaは 「ま ぐわで耕 す」であ る)。 転 じて、 「こと」な い し 「こ とば」

を 「歪 曲す る」 の意味で も用 いられ るよ うにな った。 旧約 で は動 詞の ピエル

形で7回 用 い られて いるが 、 その うち箴言 での用例 が4回 ある(13・6、19・

3、21・12、22・12)。22章12節 の 日本 語の訳文 は以下の ようになって いる。
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主の目は知識ある者を守る、

しか し主は不信実 な者の言葉 を敗 られ る(協 会訳)。

主の目は知識 を見守 り、

裏切 り者のことばをくつがえす(新 改訳)。

主の目は知識 を守 り、欺 きの言葉を滅ぼす(新 共 同訳)。

これ らはすべ てマ ソラか らの翻訳で あ って、相違 は主 として問題の動 詞 を

どの よ うに解釈 したか によって生 じてい る。ヘ ブ ライ的な思惟 にお いて は、

行為 とその行為 に よって 引 き起 こされ る結果 とは一連 の事 象 と して見 られ る

(い わゆ る く行為 ・帰趨連 関>Tun・Ergehen-Zusammenhang)か ら、 ひ とつ

く　り

の動詞 が或 る行為 とともにその結果 を も意味す る こ とがあ り得 る。ヤ ー ウェ

が欺 隔的 な行 い をす る者の 「こ とば」 ない し 「して いるこ と」 を 「くつが え

す」 とい うこ とは、 その よ うな不誠実 な者 を滅 ぼ され る とい うこ とに他 な ら

ない。 なお、節 の後 半の主語 は 「ヤー ウェの 目」(複 数)で はな くて、 「ヤー

ウェ」 自身で あろ う。動詞 が3人 称単数 形 になって いる。 この点で は協 会訳

が正確 であ る。箴言 には、slpか ら派生 した名 詞salapの 用 例 もあるが(11・

3、15・4)、 そ の意味 は 「歪 曲」 ない し 「欺隔」 で ある とされ る。 どちらの

用例 で も破壊 や荒廃 に関連 してい るこ とが注 目 され る。

2.7.3.メ ヒ ッター の語 根 は、httで あ って その基本 的な意味 は、セム諸

語 の類縁 関係 にあ る動 詞か ら 「破壊 す る」「打倒 す る」で ある と考 え られ る。

ア ッカ ド語 には 「恐怖」 「狼狽 」を意味 す る名詞hatu(m)、hattu(m)も あ り、へ

く　　ラ

ブ ライ語 での意味 に近 い。ヘ ブ ライ語 の動詞 での用例 は56(57)回 あ るが、 そ

の うち36(37)回 ま でが預言書 にあ る。 カル形 での意味 は「恐怖 に満 た され る」

で ある。 箴言に動詞 の用例 はない。 しか しメ ヒッター の1日約 での用例11回 の

うち7回 までが箴言 に集 中 してい る。 しか もすべ て 〈ソロモンの第一詞 集〉

にあ る。 これ らの メヒッター を 「滅 び」 「滅亡 」 と訳 して さ しつ か えない。

2.7.4.そ れ に して も何 とい う多様 な仕 方で、箴言 は破滅 につ いて語 って

い るこ とか!箴 言 では、Whybrayの 数 えた47種 類 の表現以外 に、比 喩 を使

って破 滅 について語 られ るこ ともあるか ら、 すべ て を網羅 すれば さ らに 多様
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になるだろう。以下に、比喩的表現のなかから若干の例 を挙げる。なお、「落

ちる」および 「ともしびが消える」は、Whybrayが 数 えた47種 類の表現に含

まれている。

穴 を掘 る者 は、 自分が その中に落 ちる(npl)。

石 を転 がす者 の上 に、石 が(転 が り)返 って くる(26・27)

欺 き とったパ ンは うまい。

だが、 あ とで彼の 口は砂利 で満 たされ る(20・17)。

父 と母 とを呪 う者 には、

その ともしびが、闇 のは じま りとともに消 え る(20・20。13・9参 照)。

次 の例 では、破滅が 迫 って くる様 子が 「つ む じ風」 の到来 にた とえ られて

い る。 ここにはWhybrayが 挙 げてい ない表現 工一 ド('ed)「 災難 」、パ ハ ド

(p的ad)「 恐 怖 」、 ツー カー(㊥qa)「 苦 悩」 も含 まれて いる。

それでわた しもおまえたちの災難の時に笑い、

おまえたちの恐怖が来る時にあざ笑ってやろう。
くい ラ

おまえたちの恐怖が[嵐 のように]来 る時に、

おまえたちの災難 は、つむじ風の ようにやって来る、
く　　ラ

お まえた ちの上 に莫艮難 と苦 悩が来 る時 に(1・26～27)。

箴言に破滅に関連す る表現がこのように豊富であることは、この書が経済

的な意味での家の没落や社会的な名誉の喪失を含む人生の破局 に大 きな関心

を寄せていたことを雄弁に物語っている。箴言が単に社会の上層部の人々の

文学であって 〈身分道徳〉の ようなもの を呈示 しているだけであるとは言え

ないが、全体 として保守的傾向をもっていることは否定できない。社会変革

が期待 されているのではなくて、まった くその逆 なのである。なお、経済的

な意味での没落については、箴言の労働観 との関連で別に考察を必要 とする

であろ(3°)70
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3.難 解 な語句、本文批評等

3.1.3章8節 の シ ョル(sor)

新 改 訳は、3章8節 を 「それはあ なたの か らだを健康 に し、 あなたの骨 に

元気 をつ ける」 と訳 し、「か らだ」に注 をつ けて、直訳す れば 「へ そ」で あ る

と説 明 して いる。 この節 には、稀語 が3つ もあ るためにだ いたいの意 味 は分

か るが、正確 に訳す こ とが 困難 であ る。 まず 、節の後半 のsiggQjは 「飲 ませ

る」「水 をや る」か ら派生 した名詞 で 「飲料 」の意味 で ある。 ここか ら 「元気

を回復 させ るもの」 とか 「薬」(McKane)の 意 味 にな る と解釈 されて い る。

新 共同訳 は ここを 「あなたの骨は潤 され るで あろ う」としてい る(ヨ ブ記21・

24参 照)。 この節 の冒頭 の語rip'utは 、 旧約 のハパ クス レゴ メノンであ るが
、

ベ ン ・シラの知 恵(シ ラ書)38章14節 に 用例 が ある。 「治療」 あ るいは 「薬」

の意味 とされる。 ここまでは あま り問題 が ない。論争 されて いるのは、 レシ

ョル レカー(lesorraka)で あ る。七十 人訳 は 「あ なたのか らだに」と訳 して

いるので、 これ に基づ いてヘ ブ ライ語 リシュエ ー レカーや リブサー レカー を

推 定 す る提 案 が あ る。新 共 同訳 の 「あ な た の 筋 肉」 は、 リブ サ ー レ カ ー

(1ib6araka)を 想 定 した もので あろ うが、あ ま りに も安 易 な読 み変 えであ る。

ウルガ タ訳 にはumbilicotuo(あ な たのへ そ)と あ るの でマ ソラ本文 が誤 っ

て いるわけでは ない。KBL第3版 を見 る と、sorと して この語の説 明が なさ

れて いる。 旧約 には、他 にエゼ キエル書16章4節 と雅歌7章3節 で しか用 い

られて いない。エゼ キエ ル書16章4節 での意味 が 「へ その緒」 で ある こ とに

異論 は ない。雅 歌7章3節 につ いては これ またその解釈 をめ ぐって論 争 され

て い る。 この語 が逐語的 には 「へ そ」で あ る として も、新共 同訳の 「秘 め ら

れ た ところ」が示 してい るよ うに、vulvaの 娩 曲語法 だ とす る意 見 と文字通 り

くヨ　ラ

「へそ」をさすのだ という意見が対立している。箴言3章8節 の場合には一一

応 「へそ」でよいとして も何 らかの説明が必要になる。胎児にとってへ その

緒は、生命の維持にかかわる。そこから 「身体の基」のような意味が派生す

るのだろうか。McKaneは 、アラム語のsrrtか ら「力」「健康」を推定 してい

る。
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3.2.3章13～15節 にお ける探求 と発見

3章13節 以 下 は、教 訓や勧告 とい うよ りもむ しろ 〈知 恵の賛歌 〉 にな って

い る。協会 訳 は、 冒頭の13～14節 を以下の よ うに訳 してい る。

知恵 を求 めて得 る人、

悟 りを得 る人 は、 さいわ いであ る。

知 恵 に よって得 る ものは、

銀 によって得 る ものに まさ り、

その利益 は精 金 よ りも良 いか らで ある。

13節 は、詩 篇1篇1節 のア シュ レー ・ハー イー シュ 「…… の人は、 さいわ

いな り」 と非 常 によ く似 た表現 のア シュレー ・アー ダームで始 まってい る。

新共 同訳 は、 この よ うな文体 に注意 して 「いか に幸 いな こ とか」 を文 頭 に配

置 して 訳 して い る。 問題 は こ の節 の 動 詞 に あ る。前 半 の動 詞 マ ー ツ ァー

(ms')の 意 味は 「見 出す」で あ る。新改訳 が 「知 恵 を見 いだす人」 と訳 して

いる通 りであ る。 この動 詞は、 しか しなが ら知 恵 の く探求〉 を前提 に して い

　ヨ　う

るから、協会訳が誤っているのでもない。

13節 後半の単 に 「得 る」と訳 された動詞pwqの ヒフィル形は、旧約全体で
くヨヨラ

7回 しか用例 のな い語 であ って説 明 を要す る。7回 の うちの4回 までが箴言

で用 い られて い るが(他 に箴言8・35、12・2、18・22)、 こ れ らの用 例 を詳

し く見 る と、12章2節 以外 の3箇 所 で はすべ てマー ツ ァー 「見 出す」 との組

み合 わせ になって いる。8章35節 は 、3章13節 と同様 、知 恵の探 求 と発 見 に

関連 してお り、18章22節 は 「良 い妻」の発 見 に関連 す る。 つ ま り動詞pwqは 、

或 る もの ない し或 るこ とが、見つ け られ 出会 い を引 き起 こされ るこ とに関連

して使 用 され てい る。 また、3章13節 以 外 の3例(8・35、12・2、18・22。

ベ ン ・シラの知 恵4・12を も参(34)で は、 この発見 ない し出会 いに よって人

がヤ ーウ ェか らの恩 寵 を体 験す る ことが問題 に なってい る。 したが って、3

章13節 が 言わ ん として いる事 柄 は、 以下の ようにな るで あろ う。ひ とは知 恵

を探 求 し、その結果 として知 恵 を見 出 し、知 恵 と 「英知 」ない し 「悟 り」(テ
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プー ナー)に 出会 う。 この ことによってひ とは 同時 にヤー ウェか らの恩寵 に

遭遇 し、 これ を体 験す るこ とに なるので、 この よ うなひ とは 「さいわ いなひ

と」 と呼 ばれ るので ある。

14節 前半 を直訳す る と 「なぜ な ら、彼女 の も うけ は、 銀の も うけよ りもよ

い」(新 改訳参 照)で あ る。「もうけ」(sahar)は 明 らか に商 業用語 で あって、

商売 に よって獲得 され た利潤 を意味す る(箴 言31・18、 イ ザ ヤ書23・3、18

等 、1日約 で の用例7回 の み)。 節 の後 半の 「彼 女の収益 」(テ ブー アー ター)

とい う表現 も同 じ意味合 いで使 われ てい る。知 恵の獲得 を金銀 や宝石 な どの

財貨 の獲得 にた とえるこ とは、知 恵文学 の常套 手段で あ る(箴 言8・19、16・

16、20・15、25・11以 下 、 ヨブ記28・15以 下 等)。 知 恵が金銀や 宝石 にた とえ

られ る理 由 は、 これ らが高価 で ある とい う事実 のみ に よるのでは な く、 これ

らが忍 耐強 い探求 の結果 として発 見 され るもの だ とい う事 実 に もよる。 ヨブ

くヨ　

記28章 の長い教訓詩や箴言2章4節 はこのことをよく示 している。 しかし箴

言3章14節 では、金銀が直接地下から掘 りだされて精練 される物資と考 えら

れているのではな くて 〈流通〉するものになっている。 これは、この く知恵

の賛歌〉の著作年代が、旧約ではかな り遅い時期の貨幣経済が発達 した時代

であったことと関係 している。この時代 には利潤が 自覚的な追求の対象 とな
くヨ　ラ

っていたのである。協会訳が15節 で 「宝石」 と訳 している語の正確な意味は

分かっていないが、「真珠」(新 共同訳、新改訳)あ るいは 「珊瑚」(フ ランシ

スコ会訳)と 考 えられている。いずれにしても商人がイン ドなどの遠隔地か

ら運ばれて くるものを探 して手に入れるものであった(マ タイによる福音書

13・45の 天国のたとえを参照)。

この く知恵の賛歌〉において知恵が女性 として人格化 されていることは、

あまり明瞭ではないが、金銀宝石が古代オ リエン トの恋愛詩においてよく用
くヨわ

い られている比喩であることには注意する必要がある。さらに17節 の「歓喜」

(no`am)「 平安」(salam)や18節 の 「命の木」の表象が、雅歌 と関連するこ
しヨ　ラ

とが注 目され る。
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3.3.3章25～26節

この箇所 の協 会訳 は以下 の よ うになってい る。

あなたはにわかに起る恐怖を恐れることなく、

悪 しき者の滅びが来ても、それを恐れることはない。

これは、主があなたの信頼する者であ り、

あなたの足を守って、

わなに捕われさせ られないか らである。

26節 は、1章26節 以 下の イメー ジとよ く似 てい る。 こ こで もパハ ド「恐怖 」

お よび 「来 る」が用 い られて い る。1章27節 で 「嵐」 と訳 してお いた シ ョー

ア ー(SO'rd)が 、 こ こで は 「滅 び」 と訳 され て い る。 問題 は、26節 前 半 の

bekislakaを どの よ うに解釈 す るかであ る。 ケセル(kasal)は 、 す で に説 明

した ように 「腰」 を意味す る(2.6.2.参 照)。 そこか ら 「そば」 の意味 が

生 じた と解釈 され るこ とが あ る。ウルガ タ訳 は、inlateretuoと な ってい る。

新共 同訳の 「主 があなたの傍 らにいま し」は、 これに従 った もの であ る。 し

か しなが ら、 この よ うなケセルの用法 は他 に はない。ケ セルが 「信頼 」や 「確

信の根拠」 を意味 して いる と考 え られ る用法 はかな りある。 た とえば、詩篇

78篇7節 は、協会 訳では 「彼 らを して神 に望 み をお き」 とな ってい るが、 マ

ソラか ら直訳す ると 「彼 らが神 にその信 頼 を置 き」 となる(他 に ヨブ記8・

14、31・24参 照)。 「太 って いる」を意 味す る同一の語根kslか ら、否定的 な意

味 の 「愚か な」 と肯定的 な意味 の 「信頼」が派生 したの はお も しろい。 なお、

七十 人訳 は3章26節 の 問題 の箇所 をまった く別 の仕方で解釈 してい るが採 用

で きない。

3.4.4章7～8節

7節 のマ ソラ本文 をその まま読 むの は困難 で ある。 どの よ うに解釈 して も

結局 は こ じつ けに な らざるをえない。Toyな どは、テ クス トが破損 して いる

としてすべ て削除 して しま う。 しか しなが ら、 この部分 は知 恵のすば らしさ
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を高揚 した気分で語 っているところであるか ら、正確に翻訳することは困難

でも、同語反復になっている理由は理解できる。 したがって削除 とい うわけ

にはいかない。意味が通 らないのは承知で無理遣 リマソラを訳す とだいたい

次のようになる。

知恵のは じめ、知恵を獲得せよ。

おまえのすべての獲得 したもので、分別を獲得せ よ。

まず、前半 の 「知 恵の は じめ」が孤 立 してい る。 「知 恵の初め に」(新 改訳)

な らまだ何 とか分 か るが 、マ ソラには 「に」が ない。 「知 恵のは じめ」が主語

で 「知 恵 を獲得せ よ」が述語 だ ろ うか。協 会訳や 新共 同訳は、 そ う読 も うと

したので あろ う。箴言 には 「ヤ ーウ ェを畏 れ るこ とは、知 識の は じめ」(1・

7)や 「知 恵のは じま りは、 ヤー ウェ を畏れ る こ と」(9・10)と い う有名 な

句が あ るか ら、た しか にこれに ならって解釈 した くなる。 しか しその場合 に

は 「獲得せ よ」とい う命令形 では困 るので、マ ソラの母 音符号 を変更 して 「獲

得す る こと」 と不定法 にす る必要 があ る(F.Delitzschに よ る)。 しか し 「知

恵の は じま りは、知 恵 を獲得す るこ と」 では、 あ ま りに もひ どいタウ トロギ

ーで あ る
。McKaneは 、才覚 を働 かせ て、 ここには2つ の文 が あるのだ とす

る。「は じめ に知 恵が あるのだ。(だ か ら)知 恵 を獲得せ よ」。 しか しこれ もか

な り苦 しい解釈 で あ る。単 に 「で」 と訳 した後 半 の前 置詞bの 意味 もあ いま

いで よ く分 か らない。「あなたのすべ ての財 産 をか けて」(新 改訳)「 これ まで

に得 た もの すべ て に代 えて も」(新 共 同訳)も 不 可能 では ないが、「お まえが

獲得 した ものすべ て を用 いて」 と解 釈す る こ とも出来 る。

8節 で は協 会 訳で 「そ れ を尊 べ」 と訳 され て い る 冒頭 の 語サ ルセ レハ ー

(salselaha)の 語 義 に関 しては議 論 されて い る。語根 はsl1に 違 いないが、動

詞 の ピルペル形 での用例 は、 ここだ けで あ る。エ レ ミヤ書6章9節 の名 詞サ

ル シ ッラー(salsilla)「(〉..ど うの)つ る」か ら類推 して 「か らみつ く」 「愛撫

す る」が考 え られ る(新 共 同訳の採用 した解釈)。 この場合 、8節 全体 にabb'

a'の キ アスム ス(交 差 配列)が 認め られ るこ とに な り、 「彼女 を愛撫す る」が
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末尾の動詞 「彼女を抱 く」 と並行関係にあることになる。 しかしながら、sll

の意味には 「揚げる」「掲げる」があるから、この節の2つ 目の動詞 「高める」

とほぼ同 じ意味だと考 えることも出来る。つ まり 「彼女(=知 恵)を 高 く評

価せ よ、そうすれば彼女 もおまえを高めて くれる」と読むのである(協 会訳、

F.Delitzsch、Ploger等 の解釈)。 なお、この箇所の知恵の女性 としての人格

化に関連 して、9節 の 「花輪」 と 「冠」が婚礼で花嫁が身につけるものを暗

示す ると見る者がいる。 しかし 「花輪」 と 「冠」は 「彼女」が 「おまえに授

ける」 ものである。また 「抱 く」 といっても、必ず しも恋人たちの抱擁だけ

が考えられているのではないだろう。保護 を与えるとか、互 いに栄誉 を分か

ち合 うとか(オ リンピックの表彰式での抱擁を想起せ よ!)の イメー ジも含

まれているのである。

3.5.4章15-一 一19節

こ こには箴言 に よ く出て来 る 「道」 の比喩が あ る。3章 で は、23--26節 に

旅 の比喩が あ り、31節 で悪 人の 「道」に言及 されて いた。4章11節 か ら 「道」

が再度 登場す る。 ただ しこ こは 「知 恵の道」で あ る。14節 か ら 「邪悪 な者 の

道 に入 るな」 との勧 告 が始 まる。15節 もこの よ うな警告 のつづ きにな ってい

るが、気 に しないで「いいか げんに扱 ってお け」(pr`)「 離 れ よ」(nth)「 通 り

過 ぎ よ」(`br)と い う3つ の命令 と 「その中 を通 るな」との禁止命令 が畳 みか

ける ように発せ られて い る。悪人 の道 とは、何 の係 わ りも持 たない よ うに と

勧め られて いる ことにな る。14節 後半 の動詞 「歩 む」('srの ピエル形)は 、用

例 の少 な い語 であ るか ら説明 して お く。 この語 は 旧約全体 で7回 しか用例 が
くヨ　ラ

ない。 それ も、 イザヤ書 に4回 、箴 言に3回(他 に9・6、23・19)と 偏 り

が見 られ る。 イザヤ書 では 「導 く」 の意味 で しか使 われて いない(ピ エ ル形

お よびプアル形)。 この動詞 か ら派生 した名詞 の 「歩み」には、7回 用例 があ

る(Even-Shoshanの 数 え方 に よる)。 ただ し、詩篇 に5回 、 ヨブ記1回 、箴

言1回(14・15)と こ れ も偏 ってい る。「歩む」 「歩 み」の意味 で用い られ る

場合には、知恵的表現 と見てよいであろ男)な お、箴言9章6節 の 「歩む」

がカル形であることか ら、4章14節 のこの動詞 もカル形に読むべ きではない
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か とKBL第3版 は提案 している。

16～17節 は、悪人の生活を描 き出すことによって、先の警告 を理由付 ける

機能 をもっている。彼 らは悪事 を働かないと不眠で苦 しむことになるとい う

のである。16節 後半には 「(ひとを)つ まずかせ ないと、彼 らの眠 りは取 り去

られる」とある(た だし 「つまずかせ る」はケ レーに従 う読み方)。 彼 らにと

って悪事 は、まさに 日常茶飯事である。なぜ悪事を働かないと眠れないこと

になるのか と言うと、彼 らは邪悪な行為によって生活の糧 を得 ているか らで

ある。「邪悪のパンを食べ、暴虐の酒 を飲む」は、 しかしまた、彼 らが悪徳の

ために生きていることをも意味 している。

つ ぎの18～19節 は、「義人の道」 と 「邪悪な者の道」を 「光」と 「闇」にた

とえて対照的に描 く。この2つ の節の位置に関 しては議論 されている。18節

は、接続詞weで 始まってお り、19節が先にあった方が対立関係を表す接続詞
くるけ

として うま く説明で きる。 た しか に、邪 悪 な者 の道 につ いて語 ってい る19節

は、17節 と内容 的に連続す る。BHSは 、17節 の 終 わ りの語 がw(ワ ウ)で お

わってい るこ とに も注意 して、18節 冒頭 の ワウ を重複誤写(dittography)と

して説 明で きる として いる。 つ ぎに、 マ ソラの 意味 をよ く汲ん でい る と思 わ

れ る新 改訳 を挙 げてお く。

義人の道は、あけぼのの光のようだ。

いよいよ輝 きを増 して真昼 となる。

「あ けぼの の光 」 と訳 されて い る所 は、 「光」に名詞 の 「輝 き」が結合 した

形 にな っている。「輝 き」(nogah)は 、 シ リヤ語 などで は 「明けの明星」を意

味す る。 旧約 での用例 を調べ て みる と、太 陽の輝 きの場合 が 多いが(イ ザ ヤ

書62・1、 サムエ ル記 下23・4等)、 火(・fザ ヤ書4・5)、 月(イ ザ ヤ書60・

19)、 星(ヨ エル書2・10)に 関 して も用 い られて い る。 ここは明 らか に太陽

の イ メー ジで使 用 され てい る(イ ザ ヤ書60・3と 類 似)。 直前 に 「義人」 があ

るが、 「義」 と 「太 陽」 の イ メー ジは結 びつ く(イ ザヤ書62・1参 照。 またマ

く　の

ラキ書3・20[4・2]に は 「義 の太陽」 とい う表現 があ る)。 「いよい よ輝
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きを増 して」と訳されている箇所は、「歩 く」(hlk)と 「光 る」('wr)を 意味

す る動詞の分詞形がワウで結合 して、ひとつの観念を構成 している。 ここの

分詞 は動名詞的に解釈 され るので結局 「ます ます光 り輝 く」の意味 になる

(Delitzschの 注解参照。サムエル記上2・26、 サムエル記下3・1参 照)が 、

太陽が東か ら西へ と進むイメージも入っている。「真昼 となる」は、「真昼に

至 るまで」を意訳 したもの。太陽は、正午をはさんで左か ら右へ と移動す る。

正午 に太陽の輝 きはもっとも強烈になる。 したがってここでは、あけぼのか

ら正午 に至るまでの太陽の晴天に輝 く様 を 「義人の道」の繁栄の比喩として

使 っているのである。

なお、19節 は、ヨハネ福音書12章35節 に影響 を与 えている。

3.6.4章26節 の 動詞pls

この 箇所の 訳 を比較す る と以下の ように なる。

あなたの足 の道 に気 をつ け よ、

そ うすれ ば、あなたのすべ ての道 は安全 で ある(協 会訳)。

どう足 を進 め るか をよ く計 るな ら

あなたの道 は常 に確 か な もの となろ う(新 共 同訳)。

お まえの足 の歩 み に心 を配 り、

お まえのすべ ての道 を堅 く固め よ(フ ランシス コ会 訳)。

Letthepathofthyfeetbesmooth,

Letallthyroadsbefirm(C.H.Toy).

こ の 節の前半 の動詞pales(ピ エ ル形命令法)を 、名 詞のペ レス 「天秤」(箴

言16・11参 照)か ら 「測 る」 「量 る」 とす る解釈 が古 くか ら存在 した。新 共 同

訳 は この説 を復活 させ たこ とになる。最近 の解釈 では、 ア ッカ ド語 等のセ ム

諸語 を参照 して「注意す る」 「気 をつ け る」の よ うに訳 す者が 多い。 この説 は、

箴言5章6節 と21節 の 同 じ動 詞の用例 の場合 に も うま く適合 す るよ うに思 わ

れ る(古 くはDriver,Kautzschが 、 最近 ではMcKane,Ploger等 が 採用)。
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しか し、 イザヤ書26章7節 と詩 篇78篇50節 に も同 じ動詞が あ る。 これ らはア

ッカ ド語 のvpalasuや シ リヤ語 のpelas等 を参照 して道 を 「切 り開 く」の意味

に解釈 され てい る。 名詞 「天秤」か ら 「平 らにす る」を推 定す る意見 もあ る。

す でにDelitzschは 、箴言4章26節 に 関 して、「前進 を妨 げ るよ うな障害 を除

いて道 を備 え よ」 の意味 であ ると注解 してい る。5章6節 と21節 に 関 して も

再考 の必要が あろ う。

3.7.5章15～16節

この箇所が男性 に向って性的な放縦 を戒め、 自分の妻 との性的交わ りを楽

しめと勧めていることは間違いない。 しかし、注解者によって細部の解釈は

異なっている。 とりわけ、16節 をマソラのまま読むことが困難なために色々

な提案がなされている。マソラか ら直訳すれば以下のようになる。

おまえの水溜めから水 を飲め、

おまえの井戸の中か ら流れを。

おまえの泉は、外へ と溢れ出る、

水の支流が、 ちまたに。

15節のボールは 「水溜め」、ベエルは 「井戸」と訳される。ボー一ルは岩を穿

って作られ雨水 を受 けて貯 える。それに対 してベエルは、生ける水 を供給す

る。16節 のマアヤーン 「泉」も地表面へ と湧き出る水 をさしている。「水の支

流」 と訳 した表現 は、水が分かれて流れることをさしてお り、特 に潅概のた

めに人工的に作 られた運河の流れ を意味する(箴 言21・1、 詩篇1・3参 照)。

15節のノーズリーム 「流れ」には動詞の分詞形(複 数形)が 用 いられている

(エレミヤ書18・14、詩篇78・16、44参 照)。 雅歌4章15節 では、「泉」「井戸」

「流れ」が連続 して用いられ、花嫁のメタファーになっている(12節 をも参

照)。 箴言5章15節 の 「飲め」に関 して も、雅歌8章2節 を参照 して性的交わ

りを楽 しむことを意味 していると解釈される(雅歌5章1節 をも参照)。15節

が男性に対 して自分の妻 との愛の交わりを勧めていることは分かるが、16節
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はどの ように解釈すべ きであろうか。新共同訳は、マ ソラの まま訳 している

が、これでは解釈 を放棄 したことになる。七十人訳には節の文頭に卿 がある

ので、これに基づいて、①文頭にヘブライ語の禁止 を表すアルを補って「……

するな」 と解釈するか、②ペンを補 って 「……しないように」「さもないと」

と解釈するかの可能性が生 じる。たとえば、Plogerは 、「さもないと、おまえ

の泉は外へ と流れでる」 と訳 している。つ まり、おまえが妻 と楽 しまないで

おろそかにすると彼女は外で浮気 をすることになると言っていることになる

(Gemserも 同様の解釈)。 この場合 「水溜め」「井戸」「泉」など水 に関係す

る語は、すべて妻に関する比喩 と考 えられる。

しかし、七十人訳には μηのないテクス トもあ り(ア レクサン ドリア写本

等)、最初か らこの語があったのか どうかは疑わしい。そこで協会訳、新改訳

は、マソラを正文 とするが、これを疑問文ないし反語に解 している(リ ング

レン、Delitzsch,Toy,McKane,Camp等 の解釈)。 この場合でも、問題は

残 る。McKaneや ワイブレイ等は、15節 の 「水溜め」「井戸」を女性の比喩 と

考 え、16節 の 「泉」「水の支流」を男性の比喩 と考 える。 この場合 には16節 の

水は男性の精液をさし、家の外で精力を使 うなと言っていることになる。し

かしなが ら、このような仕方で類義語の意味 している事柄が変化すると言う

解釈はすっきりしない(18節 には再度マー コール 「泉」の比喩が出て来るこ

とにも注意)。 果たして、これらの 「水溜め」「井戸」「泉」「水の支流」等を

アレゴリカルに解釈す るのが正 しいのであろうか。これらの語は もっと漠然

とく渇 きを癒す もの〉とか 〈快楽の源〉を意味 しているのではないか。Toyは 、

そのように考 えている。この場合で も、16節 は男性が家庭の外 で快楽を追い

求めることを戒めていることに変わ りはない。Campは 、箴言全体の中で泉の

イメージが 「生命」 を象徴 していることに注 目す る(13・14、14・27、10・

11等)。この線で箴言5章15節 以下 を解釈すると、水のイメージが単に女性を

表 しているだけではな くて、女性 と男性 との愛の関係をも表 していることに

なる。この愛か ら生命が来 るのであって、この生命は神からの贈 り物なので
ロ お

ある。

(つづ く)
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(5)一 般 に 古 典 語 教 育 が 近 年 ます ま す 内 容 希 薄 に な っ て行 く状 況 に あ る こ と は 確

実 と思 わ れ るが 、仮 に ヘ ブ ラ イ 語 学 習 に相 当 の 時 間 が か け られ た と して も

こ れ は本 人 の 心 が け 次 第 で は 可 能 で あ る 、教 材 の 選 び 方 に よ っ て 実 際 に

は相 当 の 差 が 生 じ る 。 い わ ゆ る知 恵 文 学 は 、 い ず れ に し て も 旧 約 の 中 で も っ と

も難 解 な テ クス トに属 す る と思 わ れ る が 、 い わ ゆ る古 典 的 学 習 書 を使 っ て ヘ ブ

ラ イ 語 を 習 得 し た 場 合 に は 一 層 、 難 し く感 じ られ る だ ろ う。 例 文 や 練 習 問 題 の

語 彙 や 文 体 に 偏 りが 著 し い か ら で あ る 。最 近 の 欧 米 の ヘ ブ ラ イ 語 教 科 書 で は 、

語 彙 や 文 体 に 偏 りが 生 じ な い よ う に工 夫 が な さ れ て い る。 た と え ば 、Ernst
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目が あ る 。
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(8)筆 者 に は 、 先 に 月 刊 誌 『聖 書 と教 会 』(1991年10月 一一92年9月)に お い て 箴 言 の

釈 義 を 連 載 す る 機 会 が 与 え られ 、近 刊 の 『新 共 同 訳 旧約 聖 書 注 解II』(日 本 基

督 教 団 出 版 局 刊)に は 、 拙 論 「箴 言 注 解 」 が 含 ま れ る こ とに な っ て い る 。 さ ら

に1993年10月 の 日本 基 督 教 学 会 学 術 大 会(於:神 戸 女 学 院 大 学)で は 「箴 言1

～9章 に お け る 女 の 声 」 と題 して 口 頭 発 表 を行 な っ た 。 しか し な が ら、 こ れ ら

の 機 会 で は い ず れ も色 々 な 制 約 が あ っ た た め に 、テ ク ス トの 読 み に 関 す る 細 か

い 議 論 を割 愛 せ ざ る を得 な い こ とが 多 々 あ っ た 。 こ こ で は 、 そ の よ う な 欠 け を

幾 分 か で も補 う こ と に す る。 な お 論 述 の 都 合 上 、 上 掲 の 既 発 表 の 釈 義 と部 分 的

に 重 複 す る と こ ろ が あ る こ と を 断 っ て お く。

(9)こ の よ うな 統 計 に 関 し て は 、AbrahamEven-Shoshan(ed,),ANewConcor-

danceoftheOldTestament,Jerusalem(1983)を 活 用 した 。

(to)ナ ポi)博 物 館 所 蔵 。StanleyF.Bonner,EducationinAncientRome,Berkley

(1977)118.さ らに 、Lang=注(1)30,Figure3.参 照 。

(11)ベ ン ・シ ラ の 知 恵51・23に 、 は じめ て 「学 舎 」(べ 一 ト ・ハ ン ミ ドラ ー シ ュ)と

い う語 が 出 て 来 る 。G・ フ ォ ン ・ラ ー ト=注(1)36頁 。Lang=注(1)29-33.

(12)TheologischesHandworterbuchzumAltenTestament,Bd.1,738ff.を 参 照

し た 。 さ ら に、 伊 藤 利 行 著 「ギ リシ ャ 語 旧 約 聖 書 に お け る πα`δε蝕 に つ い て 一

一 聖 書 に お け る形 成 の 研 究(1)」 『基 督 教 学 研 究 』 第2号(1979)91頁 以 下

参 照 。

(13)G・ フ ォ ン ・ラー ト;注(1)89頁 。

(14)ThHAT,Bd.1,730-32.

㈲EduardKonigは 、 語 根hb1を 推 定 して い る。Gemser,Ploger参 照 。

(lfi)勝 村 弘 也 著 「ソ ロ モ ン 王 の 知 恵 、 そ の 歴 史 的 実 態 に 関 す る 一 考 察 」 『歴 史 学 と考

古 学 』(1988)真 陽 社 。1頁 。

(17)KBL第3版pth参 照 。ThHAT,Bd.II,495ff.

(18)TrevorDonald,TheSemanticFieldof"Folly"inProverbs,Job,Psalms,

andEcclesiastes:VT13(1963)285-292.

(19)ThHAT,Bd.1,836ff.

(za)ThHAT,Bd.1,77ff.

(21)ThHAT,Bd.II,26ff.W.M.Roth,NBL:VT10(1960)394-409参 照 。

(22)拙 論 「け ち ん ぼ うの 飽 食 」『聖 書 と教 会 』1992年4月 号 、33頁 以 下 。G.Gerleman,

DerNicht-Mensch.ErwagungenzurHebraischenWurzelNBL:VT24

(1974)147-158参 照 。

㈱J.Pedersenは 、 ヘ ブ ラ イ 語 の 「心 」 レー ブ を行 動 力 や 行 動 し よ う とす る意 志

と関 係 さ せ て 理 解 し よ う と試 み た 。ペ デ ル セ ン 著/日 比 野 清 次 訳 『イ ス ラ エ ル 』

キ リス ト教 図 書 出 版 社(1977)138頁 以 下 参 照 。 た しか に 日本 語 で も 「心 が 弱 い」
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「心 が く じ け る 」な ど とい う表 現 をす る。 新 共 同 訳 の ハ サ ル ・レ ー ブ の 訳 語 「意

志 の 弱 い 」 は 、 こ の よ う な理 解 に よ る も の で あ ろ う。 し た が っ て こ の 訳 語 を ま

っ た く誤 っ て い る と考 え る こ と は 出 来 な い が 、 「思 慮 が 足 り な い 」 と訳 した 方

が 、 文 脈 に は 適 合 す る。 と に か く レー プ は 、 現 代 人 が 考 え る 意 味 で の 「意 志 」

の 器 官 で も 「知 性 」 の 座 で もな く、 もっ とフ ァ ジー な 存 在 で あ る 。

(Z4)こ の 節 の 後 半 は 、 マ ソ ラ が 正 文 を伝 え て い な い と して 最 初 の 「愚 か さ」 を 「花

輪 」 に変 更 す る な どの 提 案 が な さ れ て い る。 し か し、 完 全 な タ ウ トロ ギ ー が 、

「愚 者 」 の ど う に もな ら な い 様 を 表 現 し て い る と も読 め る。

㈱ フ ォ ン ・ラ ー ト注=(1)107頁 参 照 。

(26}R.N.Whybray,WhealthandPovertyintheBookofProverbs:JSOT

SupplementSeries99,Sheffield{1990)24f.

(2の フ ォ ン ・ラ ー ト注=(1)192頁 以 下 参 照 。

(28)TheologicalDictionaryoftheOldTestament,ed.byG.J.Botterweckand

H.Ringgren,Vol.V,277ff.

㈲ この 箇 所 の 釈 義 は 、 拙 論 「知 恵 の 嘲 笑 」 『聖 書 と教 会 』1992年8月 号 、32頁 以 下

参 照 。

㈹ 拙 論 「箴 言 に お け る 富 の 問 題 」 『聖 書 の 学 び 』第17号 、NHK学 園(1992年1月)

3～5頁 に お い て 簡 単 な ス ケ ッチ を 試 み た 。

⑳F.Delitzsch,CommentaryontheSongofSongs,123は 、 「へ そ 」 と す る 。 さ

ら にG.Gerleman,Ruth/DasHohelied:BKXVIII(2.Auflage1981)197は 、

エ ジ プ ト美 術 か ら類 推 し て 「へ そ」だ とす る 。 しか しRolandE.Murphy,The

SongofSongs:Hermeneia,FortressPress(1990)182は 、 文 脈 か ら こ の よ う

な 解 釈 は不 可 能 だ と考 え て 、 訳 語 に 「谷 間 」 を 当 て て い る 。M.H.Pope,Song

ofSongs:AnchorBible7c(1977)617f.は 、vulva説 。

(32)ThHAT,Bd.1,923.

(33)Even'Shoshanは 、pwqの 用 例 を9回 数 え て い る が 、 そ の うち の2回(イ ザ ヤ

書28・7、 エ レ ミヤ 書10・4)は 「よ ろ め き歩 く」 の 意 味 で 、 辞 書 で は 、 別 の

動 詞 と して 扱 わ れ て い る 。

{34)ベ ン ・シ ラ の 知 恵 の 訳 者 は 、 ギ リ シ ャ語 へ の 翻 訳 に 際 して 、 も との ヘ ブ ラ イ 語

の 動 詞 の 意 味 が よ く分 か ら な くな っ て い た ら し い 。 村 岡 崇 光 訳 「ベ ン ・シ ラ の

知 恵 」 『聖 書 外 典 偽 典2旧 約 外 典II』375頁 参 照 。

{35)ヨ プ 記28章 に つ い て は 、 フ ォ ン ・ラ ー ト注=(1)222頁 以 下 参 照 。

(36)拙 論 「働 く女 性 」 『聖 書 と教 会 』1992年6月 号 、32頁 以 下 参 照 。

(37)WolframHerrmann,GedankenzurGeschichtedesAltorientalischenBe-

schreibungsliedes:ZAW75{1963)176‐197.

㈱ 雅 歌1・16、7・7、8・10参 照 。 「命 の 木 」 に つ い て は 、7・8以 下 の 比 喩 以
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外 に も雅 歌 に は い た る と こ ろ に木 が 出 て 来 る。Camp=注(1)101f.参 照 。

(39}Even・Shoshanは 、2種 類 の'firを 混 同 して 数 え て い る の でKBL第3版 に した

が っ て 数 え 直 し た 。 コ ン ピ ュ ー タ ー を使 う と こ の よ う な 認 識 の 誤 りが よ く起 こ

るの で 注 意 。

㈲ 「歩 み 」 ア ー シ ュー ル の 詩 篇 で の 用 例 は 、 以 下 の よ うで あ る。17・5 、37・31、

40・3、44・19、73・2。 詩 篇37、73篇 は 明 確 に 知 恵 的 で あ る 。

ωDelitzsch,Toy,Gemser等 の 意 見 。BHSも 一 応 支 持 。

(42)詩 篇112篇3～4節 は 、義 人 に 輝 く光 に つ い て 語 る 。義 が 神 か ら放 出 さ れ る 宇 宙

論 的 な 力 で あ る こ と につ い て は 、ThHAT,Bd.II,507-30のK.Kochに よ る

綿 密 な解 説 を参 照 。 ま た 、 拙 著 『詩 篇 注 解 』 リー フ ・バ イ ブ ル ・コ ン メ ン タ リ

ー シ リー ズ(1992)97頁
。 『旧 約 聖 書 に 学 ぶ 』 日本 基 督 教 団 出 版 局(1993)74頁

以 下 、79頁 以 下 参 照 。

㈹Camp注=(1)202ff.参 照 。

補注

㈲ 箴言の書は、以下の ように大 きく5つ の部分 に区分 される。

第一部1～9章:バ ビロン捕囚後の編集者が、勧告文や教訓詩 をこの書の冒頭

部に配置 した。知 恵は しば しば女性 として人格化 され、神学的に解釈され

ている。

第二部10・1～22・16:合 計375の 賢者の詞か らなる くソロモンの第一詞集〉。

この部分に古 くか らの伝承が含 まれ ることは確実である。

第三部22・17～24・34:30の 勧 告 とその付録。23・11ま で の勧告 には、エジプ

トの 「アメンエムオペ トの教訓」 との著 しい並行関係が認め られ る。

第四部25・1～29・27:〈 ソロモンの第二詞集〉

第五部30～31章:四 部分か らなる付録。31・10以 下 に有能な妻に関するアルフ

ァベ ット歌がある。

㈲ マ ソラのケレーに したがって 「嵐」 と読 まれ る。
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